
『本町小学びフェス』とは、簡単に言うと“本町小キッザニア“！？ 

本町小保護者による「お仕事の話やスキルについて学ぼう！」というワークショップイベント 

です。2016 年度から毎年開催していた『本町小学びフェス』。毎回 100名以上の参加者で好評を 

得てきましたが、コロナ禍により 2 年間、開催することができませんでした。 

お待たせしました！今年は『本町小学びフェス』やります！ 

様々な分野で活躍している保護者や、本町小に関わる方々のお仕事やスキルを通して、その取り組み姿勢

や考え方を体験・学ぶことで、子供たちの可能性を広げ、子供自身が将来について考えるきっかけの一つ

になれば、との願いを込めて立ち上げたイベントです。 

普段できない体験・知らないことを身近な人たちに教えてもらえるのは子供たちにとって貴重な時間です。 

ぜひ、『講師』でイベントを盛り上げてくださる方を募集します！ 

プロでなくても OK！“得意なこと”でも OK！ 興味を持ってくださった方、ぜひ一度ご連絡ください！ 

ブックタウンクラブ発 

講師 大募集です! 
3年ぶりに『学びフェス！』やります! 

これまで、こんな講座を開いていただきました。 

●獣医 

●歯科衛生士 

●タイ語 

●ロボット 

●編集記者 

●ジャズギタリスト 

●ジャズピアニスト 

●サイバーセキュリティ 

●キリン飼育員 

●葬祭士 

●看護師 

●カーディーラー 

●通訳(ミャンマー語) 

●イラストレーター 

●読み聞かせと工作 

●カードゲーム制作 
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子供達にとって普段はなかなか馴染みのない、でも今や誰もが関係しているサイバーセキュリティにつ

いて知ってもらうための講義を行いました。リアルタイムにサイバー攻撃を可視化したり、コンピュータ

ウイルスについて 3 択のクイズ形式で進めたり、最後はコンピュータの数の数え方である 2 進数を、片

手の 5 本指を使って 0 から31 まで数えることで体験したりと、子供達が内容に興味を持って参加できる

ように工夫しました（低学年向けにスライドの漢字には全てふりがなを打ちました）。 

子供達はとても積極的で、高学年の中には両手を使って 2 進数で 1024 まで数えようとする猛者もい

ました。一方、低学年の中には 2 進数の数え方がすぐには分からず、悔しくて泣き出しそうな子もいまし

たので、時間をかけて一緒に数えました。低学年と高学年が混ざった講義の難しさもありましたが、非常

に貴重な経験でした。 

この講義を基にして、キッズ向けの動画を作成しましたので、よろしければご覧ください。   

https://youtu.be/lsBKYttuzLU 

井上さん サイバーセキュリティ 

 

本町小学びフェスには主に音楽関係で関わってきましたが、自分の本来の仕事はきっと子供たちにとっ

て興味深いに違いないと思い、参加を決めました。自分はレストランや食品工場で働くロボットを開発す

る仕事をしています。最近になってレストランでは配膳・下膳をするロボットや掃除ロボット、家庭用の

愛玩ロボットなど多く見られるようになってきました。学びフェスでは、こういったロボットの種類を紹

介し、簡単なロボットに実際に触ってみたうえで、こうだったらいいなという身の回りのことを助けてく

れるロボットのアイデア出しをしました。子供ならではのいくつものアイデアが飛び出し、自分も大変考

えさせられました。どんな仕事であれ、それを子供たちにわかるように伝える、ということを通して自身

の仕事に対する気づきが得られることは間違いないです！ 

塚本さん ロボット 

 

仕事を始めて 20 年も経つと、あらゆることが当たり前になってしまうものです。そんな中、学びフェ

スの講師を引き受けることになり、編集記者の仕事って何が面白いのか、そもそも自分はなぜこの仕事を

選んだのかを改めて考える良い機会になりました。子供たちが新聞記事を真剣に選んで切ったり貼ったり

している姿を見ていて、自分が本当にこの仕事を楽しめているのかと考えさせられることも。他人に何か

を分かりやすく伝えることが一番良い勉強になるといいますが、大人にとっても大きな学びのあるフェス

だと思います。 

山下さん 編集記者 

 

イラストレーターの講師をお願いされた時は、こども達に喜んでもらえるか不安でした。イラストを見

てもらう仕事ですが、仕事としてどのように成り立っているのかといった、見えない部分の説明をしたり、

イラストレーターという仕事の魅力についてなど、お話させてもらいました。また、お菓子のパッケージ

作り体験もしました。「“紫”好きだから、全部“紫”にしてるよ」とか、「動物いっぱいにするんだ」など、

自分の『好き』を見つけて、のびのびと描いている姿が印象的で、楽しく取り組んでいるこども達に癒さ

れ、不安も飛んでいきました。自分にとっても特別な経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※内容によってはお断りさせていただく場合もあります。ご了承ください。 

※講師が集まらない場合は、開催見送りもあり得ます。 

 club.booktown@gmail.com

芝山さん イラストレーター 


